
【
白
ナ
ン
バ
ー
排
除
】

・
林
田
良
治
さ
ん

「
長
年
白
ナ
ン
バ
ー
の
車

持
ち
労
働
者
と
し
て
主
に

合
材
関
係
の
職
場
で
働
い

て
き
ま
し
た
。
法
改
正
の

影
響
で
春
か
ら
仕
事
を
も

ら
え
な
く
な
っ
た
。
白
ナ

ン
バ
ー
で
で
き
る
仕
事
が

限
ら
れ
て
き
た
。
国(

国

土
交
通
省)

は
、
私
の
よ

う
な
車
持
ち
労
働
者
は
白

ナ
ン
バ
ー
で
も
問
題
な
い

と
言
っ
て
い
る
が
、
現
場

で
は
『
理
屈
』
は
通
ら
な

い
。
悔
し
い
が
廃
業
す
る

こ
と
に
し
た
」
と
訴
え
ま

し
た
。

県
で
は
こ
の
よ
う
な
事

例
に
つ
い
て
栃
木
運
輸
支

局
と
情
報
を
共
有
し
、
一

律
的
な
白
ナ
ン
バ
ー
排
除

が
な
い
よ
う
関
係
業
者
を

指
導
す
る
と
回
答
し
ま
し

た
。

【
資
材
高
騰
、
供
給
不
足
】

・
渡
辺
仁
一
副
委
員
長

「
い
ま
深
刻
な
の
は
エ
ン

ジ
ン
オ
イ
ル
。
メ
ー
カ
ー

系
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
で
も
オ

イ
ル
交
換
が
で
き
な
い
状

況
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た

個
人
で
入
手
で
き
て
も
異

常
な
値
上
が
り
。
皆
さ
ん

(

県
職
員)

の
乗
用
車
で
も

オ
イ
ル
交
換
し
な
い
と
ま

ず
い
け
ど
、
私
た
ち
の
場

合
仕
事
の
道
具
。
交
換
時

期
が
延
び
れ
ば
そ
れ
だ
け

エ
ン
ジ
ン
に
負
担
が
か
か

り
最
悪
の
場
合
多
額
の
修

理
代
が
か
か
る
こ
と
に
な

る
。
あ
ら
ゆ
る
資
材
が
高

騰
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
実
態
を
把
握
し
て
い
る

の
か
」
と
訴
え
ま
し
た
。

県
文
書
回
答
要
旨

◎
県
独
自
の
臨
時
価
格
調

査
で
も
合
材
、
生
コ
ン
の

高
騰
確
認
。
単
品
ス
ラ
イ

ド
運
用
。
◎
５
月
各
土
木

事
務
所
で
ダ
ン
プ
賃
金

(

持
込
み
と
運
転
手)

現
場

調
査
実
施
。
◎
建
設
発
生

土
の
処
分
、
運
搬
費
適
正

に
計
上
。
◎
国
道
２
９
３

号
佐
野
市
会
沢
交
差
点
は

安
全
確
保
の
た
め
、
市
や

関
係
者
と
調
整
す
る
。

組
合
で
は
年
２
回(

春
、

秋)

健
康
診
断
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。
平
日
で
は
参

加
で
き
な
い
組
合
員
が
多

い
た
め
、
日
曜
日
午
前
中

に
行
い
ま
す
。
組
合
員
な

ら
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◎
日
時

１
０
月
４
日

(

日)

午
前
８
時
～

◎
場
所

組
合
事
務
所

◎
申
込
期
限
は
８
月
２
０

日(

木)

◎
検
査
費
用

建
設
国
保
加
入
者

無
料(

特
定
健
診)

自
治
体
国
保
加
入
者

自
己
負
担
５
５
０
０
円

※
組
合
が
１
９
８
０
円

補
助
し
ま
す
。

◎
検
査
項
目

・
医
師
診
察
・
血
圧
測
定

・
尿
検
査
・
身
体
測
定

・
聴
力
検
査
・
胸
部
Ｘ
線

・
血
液
検
査
・
心
電
図

※
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
検
査
な

ど
追
加
検
査
も
選
択
で
き

ま
す
。
※
建
設
国
保
加
入

者
は
「
眼
底
検
査
」
「
便

潜
血
検
査
」
が
追
加
。

【
緑
内
障
は
早
期
発
見
で
】

緑
内
障
は
徐
々
に
視
野

が
狭
く
な
り
ま
す
が
、
進

行
す
る
ま
で
視
力
が
下
が

ら
ず
、
異
変
に
気
付
い
た

と
き
に
は
末
期
に
な
っ
て

い
ま
す
。
日
本
人
の
失
明

す
る
原
因
の
第
一
位
。
４

０
歳
以
上
の
約
２
０
人
に

１
人
は
緑
内
障
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
け
っ

し
て
珍
し
い
病
気
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
眼
底
検
査
で

視
神
経
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

こ
と
で
発
見
で
き
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て

「
目
は
命
」
建
設
国
保
加

入
者
は
「
無
料
」
自
治
体

国
保
の
人
は
オ
プ
シ
ョ
ン

２
７
５
０
円
で
受
診
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
。

２０２６年７月２５日 Ｎｏ２９７
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〇

７
月
３
日
、
組
合
員
１
２
人
が
参
加
し
て
栃
木
県
、

栃
木
県
警
に
要
請
行
動
に
取
り
組
み
し
た
。

米
国
・
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
無
法
な
イ
ラ
ン
攻
撃

に
よ
る
原
油
関
連
資
材
の
高
騰
、
供
給
不
足
が
続
き
、

組
合
員
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

参
加
し
た
組
合
員
が
各
職
場
、
地
域
で
の
現
状
を

訴
え
支
援
を
要
請
し
ま
し
た
。

要請参加者「政府は『原油は足りている』『ナフサ不足は目詰

まり』と実態調査にも消極的な姿勢を続けている。地方の現場

から声を上げることが重要だ」。

〇組合事務所お盆休みは８月１１日～８月１７日です。自動車保険の入れ替え等早めにご連絡ください。

支部組合員500人を代表して訴える梅田賢一委員長(栃木県庁)。

県回答「『緊急対策資金』による支援、相談窓口の設置等で対応」

「価格高騰対策として発注単価の増額変更を引き続き実施」



昨
年
６
月
公
布
さ
れ
た

改
正
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
法
の
最
大
の
ポ
イ
ン
ト

は
適
正
原
価
の
遵
守
義
務

で
す
。

適
正
原
価
と
は
、
実
運

送
に
実
際
に
か
か
る
燃
料

費
、
全
産
業
の
労
働
者
の

平
均
賃
金
を
踏
ま
え
た
人

件
費
、
減
価
償
却
費
、
輸

送
の
安
全
確
保
に
必
要
な

経
費
、
委
託
手
数
料
、
公

租
公
課
な
ど
を
反
映
し
て

国
土
交
通
大
臣
が
定
め
、

告
示
す
る
運
賃
・
料
金
の

基
準
で
す
。
事
業
者
は
こ

の
適
正
原
価
を
下
回
る
運

賃
・
料
金
で
取
引
し
な
い

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

２
０
２
８
年
に
は
告
示

さ
れ
る
見
通
し
で
す
。

荷
主
自
体
へ
の
直
接
の

罰
則
規
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
適
正
原
価
を
支

払
わ
な
い
荷
主
は
「
違
反

原
因
行
為
」
に
該
当
す
る

も
の
と
し
て
、
ト
ラ
ッ
ク

Ｇ
メ
ン
に
よ
る
是
正
指
導

（
要
請
・
勧
告
・
公
表
）

の
対
象
に
な
り
ま
す
。

【
大
宮
生
コ
ン
定
量

３
６
７
０
０
円
？
】

現
在
国
交
省
内
で
適
正

原
価
の
制
定
作
業
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
公

表
さ
れ
て
い
る
「
標
準
的

運
賃
」
の
８
～
９
割
程
度

が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

８
割
で
制
定
さ
れ
た
場
合
、

例
え
ば
佐
野
市
か
ら
埼
玉

大
宮
生
コ
ン
ま
で
定
量
で

３
６
７
０
０
円(

６
０
㎞)

が
「
適
正
原
価
」
に
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

☆

☆

☆

☆

も
ち
ろ
ん
「
適
正
原
価
」

が
告
示
さ
れ
て
も
、
実
取

引
の
な
か
で
一
気
に
そ
の

運
賃
が
実
現
す
る
も
の
と

は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
法
律
で
「
原
価
」
が

明
示
さ
れ
る
こ
と
で
、
行

政
指
導
の
根
拠
数
値
と
し

て
活
用
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

建
設
業
法
に
お
け
る

「
原
価
と
は
な
に
か
」
と

い
っ
た
抽
象
的
な
議
論
に

比
べ
れ
ば
大
き
な
前
進
で

す
。
し
か
し
こ
れ
は
あ
く

ま
で
「
営
業
ナ
ン
バ
ー
」

が
対
象
で
す
。

組
合
で
は
こ
の
よ
う
な

法
改
正
の
状
況
も
見
据
え

な
が
ら
、
営
業
ナ
ン
バ
ー

取
得
の
可
能
性
に
つ
い
て

も
議
論
を
す
す
め
ま
す
。

七
月
十
一
日
か
ら
三
日

間
、
足
利
自
動
車
教
習
所

で
運
行
管
理
者
試
験
の
受

験
条
件
で
あ
る
「
基
礎
講

習
」
を
組
合
員
十
一
人
が

受
講
し
ま
し
た
。
運
行
管

理
者
の
配
置
は
営
業
ナ
ン

バ
ー
を
取
得
す
る
う
え
で

必
須
条
件
で
す
。

受
講
し
た
一
人
山
口
勇

さ
ん
は
「
頭
が
痛
く
な
っ

た
け
ど
大
変
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
い
ま
の
ダ
ン
プ

の
単
価
だ
と
絶
対
青
ナ
ン

バ
ー
で
は
や
っ
て
い
け
な

い
こ
と
も
よ
く
わ
か
っ
た
。

営
業
ナ
ン
バ
ー
を
と
る
か

ど
う
か
は
ま
だ
わ
か
ら
な

い
け
ど
、
こ
う
い
う
勉
強

を
す
る
機
会
が
な
か
っ
た

の
で
頑
張
り
た
い
」
と
語
っ

て
い
ま
す
。

◎
梅
田
賢
一
委
員
長

「
組
合
と
し
て
は
白
ナ
ン

バ
ー
で
働
く
権
利
を
守
る

の
が
第
一
で
す
。
同
時
に

い
ま
だ
け
で
は
な
く
、
業

界
の
次
世
代
の
こ
と
も
考

え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
い
つ
ま
で
白
ナ
ン

バ
ー
の
ま
ま
で
働
け
る
の

か
、
今
後
の
展
開
を
想
定

す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

ど
う
か
ご
理
解
、
ご
支
援

く
だ
さ
い
」
。

危
険
で
悪
質
な
運
転
を

処
罰
す
る
「
危
険
運
転
致

死
傷
罪
」
の
要
件
と
し
て
、

数
値
基
準
を
導
入
す
る
改

正
自
動
車
運
転
死
傷
処
罰

法
が
成
立
し
７
月
２
１
日

施
行
さ
れ
ま
す
。
最
高
刑

は
２
０
年
の
拘
禁
刑
で
す
。

導
入
さ
れ
た
基
準
は

①
呼
気
１
㍑
当
た
り
の
ア

ル
コ
ー
ル
濃
度
０
・
５

ｍ
ｇ
以
上

②
重
大
な
交
通
の
危
険
回

避
が
著
し
く
困
難
な
高

速
度

◎
最
高
速
度
６
０
キ
ロ
以

下
の
道
路(

主
に
一
般
道)

は
＋
５
０
キ
ロ
以
上

◎
最
高
速
度
６
０
キ
ロ
超

の
道
路(

主
に
高
速
道)

は

＋
６
０
キ
ロ
以
上

☆

☆

☆

☆

２
０
２
３
年
２
月
、
宇

都
宮
市
新
４
号
国
道
で
佐
々

木
一
匡
さ
ん
運
転
の
バ
イ

ク
に
乗
用
車
が
時
速
約
１

６
０
キ
ロ(

制
限
６
０
Ｋ)

の
速
度
で
追
突
、
佐
々
木

さ
ん
は
亡
く
な
り
ま
し
た
。

遺
族
が
署
名
運
動
な
ど
に

取
組
み
今
回
の
法
改
正
が

実
現
し
ま
し
た
。

２０２６年７月２５日 Ｎｏ２９７

◎平成11年東名高速で飲酒トラックが乗用車に追突、女児2名死亡し「危険運転致死傷罪」が新設されました。遺族の苦しみは続いています。

◎
２
０
２
１
年
６
月
、
千
葉
県
八
街
市
で
飲
酒
運
転
ト
ラ
ッ
ク
が
小
学
生
の
列
に
突
っ
込
み
２
名
が
亡
く
な
る
事
故
か
ら
５
年
。
白
ナ
ン
バ
ー
５
台
以
上
の
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
が
形
だ
け
に
な
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
？

栃
木
市
藤
岡
町
国
道
５

０
号
バ
イ
パ
ス
に
あ
る

「
栃
木
県
警
察
県
南
機
動

セ
ン
タ
ー
」
。
県
の
公
式

資
料(

２
０
２
４
年
版)

で

は
「
交
通
機
動
隊
、

機
動
警
察
隊
、
機
動

捜
査
隊
等
が
使
用
」

と
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
こ
こ

か
ら
白
バ
イ
隊
が
移

動
、
そ
の
理
由
が

「
不
祥
事
」
と
い
う

説
が
流
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

組
合
で
は
７
月
３
日
、

県
警
本
部
要
請
の
席
で
事

実
関
係
を
確
認
し
ま
し
た
。

新
聞
報
道
に
よ
る
と
、

機
動
捜
査
隊
に
所
属
す
る

男
性
巡
査
が
昨
年
７
月
、

２
０
代
の
男
性
巡
査
の
ハ
ー

フ
パ
ン
ツ
を
脱
が
せ
わ
い

せ
つ
な
行
為
を
し
た
と
し

て
不
同
意
性
交
の
容

疑
で
書
類
送
検
さ
れ

た
と
い
う
の
が
「
不

祥
事
」
の
内
容
で
す
。

県
警
交
通
指
導
課
Ｓ

警
部
は
「
そ
の
不
祥

事
と
白
バ
イ
の
移
動

は
ま
っ
た
く
無
関
係
。

事
件
は
白
バ
イ
関
係
者
で

は
な
い
」
と
全
面
否
定
。

県
警
白
バ
イ
隊
員
の
名

誉
の
た
め
に
明
ら
か
に
し

て
お
き
ま
す
。

◎国土交通大臣は、トラック運送事業に係る運賃及び料金につ

いて、燃料費、全産業の労働者1人当たりの賃金の額の平均額

を踏まえた人件費、減価償却費、輸送の安全確保のために必要

な経費、委託手数料、事業を継続して遂行するために必要不可

欠な投資の原資、公租公課等の、適正な事業運営の確保のため

に通常必要と認められる費用を的確に反映した積算を行うこ

とにより「適正原価」を定め告示することができる。

◎トラック運送事業者は、自らが引き受ける貨物の運送に係

る運賃・料金が、適正原価を下回ることとならないようにし

なければならない。

次世代を担う30代～40代を中心に

６/６開催した第２回運管学習会

７
月
１
７
日
、
県
南
部
で
豪

雨
が
発
生
。
足
利
市
で
は
土
砂

崩
れ
で
２
人
が
亡
く
な
り
ま
し

た
。
佐
野
市
で
は
森
林
を
伐
採

し
た
斜
面
が
崩
れ
、
土
砂
が
県

道
に
ま
で
流
れ
て
き
ま
し
た
。

直
下
に
は
民
家
が
あ
り
極
め
て

危
険
な
状
況
で
し
た
。
各
地
で

皆
伐
地
の
崩
落
が
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
な
ぜ
こ
ん
な
危
険

な
施
業
を
行
う
の
か
、
効
率
よ

く
木
材
収
益
が
得
ら
れ
る
か
ら

で
す
。
気
候
変
動
に
よ
っ
て
様
々

な
問
題
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て

い
ま
す
。

人家上の急斜面で皆伐。地元では危険視する声も。


